


コミュニティ・スクール
１年目の歩み

三木市教育委員会 小中一貫教育推進室



本日の柱
１ コミュニティ・スクールとは

２ 緑が丘中学校学校運営協議会の取組

３ 吉川小・中学校学校運営協議会の取組

４ 成果と課題



１ コミュニティ・スクールとは
～なぜ？何をめざすのか？～

★予測が困難な社会を自分らしく生き抜くためには、子どもたちの「未
来を拓く力」を育む学びの環境を整える必要がある。

★豊かな学びと育ちを創造することをめざす。

１ 人とのつながりの中で学ぶ

２ 学校だけではできない、地域の力が不可欠

３ 学びの転換期 「先生が教える」→ 「子ども」が学ぶへ

４ 地域・保護者と学校が目標・ビジョンを共通理解 し、

ともに子どもを見守り支えていく学校をめざす
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１ コミュニティ・スクールとは
～学校運営協議会制度とは～

地域学校協働活動推進員や委員
が連絡・調整します

よりよい子どもの学
びと育ちを支えます

地域学校協働活動推進員や委員によ
り伝えられた方向性に合わせ、保護者
や既存の地域団体、地域住民等様々な
方が、学校と協力しながら実行へ移し
ていきます。

コミュニティ・スクール
【 学校運営協議会 】

地 域
【 地域学校協働活動本部 】

学校と委員（地域・保護者等）
が、子どもの教育について課題を
共有し、共通の目標・ビジョンを
持って、方向性を出していきます。

ココ！



１ コミュニティ・スクールとは
～意識の転換がポイント～



２ 緑が丘中学校学校運営協議会 １年目の取組
R5 学校運営協議会メンバー

まちづくり協議会推薦 元学校評議員 主任児童委員 PTA会長

地域学校協働活動推進員 学校代表

１年目のテーマ

・主体的に学ぼうとする生徒を育成するため、地域としても協力する。

・将来について考えさせるきっかけづくりのため、多世代との交流を図る。

・自尊感情、自己有用感を育むための手立てを考えていく。 を念頭に

「学校を見てもらう、知ってもらう、知らせていく」



情報の発信（通信）



３ 吉川小・中学校学校運営協議会 １年目の取組

R5 学校運営協議会メンバー

まちづくり協議会代表 元学校評議員 主任児童委員 PTA会長

地域学校協働活動推進員 学校代表

１年目のテーマ

「学校の様々な取組の現状を知ってもらい、計画を考える」



小・中学校での学習
～「黒滝」季節の彩りつくりについて～

★ねらい

１ 吉川町を好きになるきっかけの１つとする

～吉川町の名勝の「黒滝」、「ボランティア団体」について知る～

２ それぞれの立場で楽しみながら、自然を大切にする心を育むきっかけとする

★対象

小学２年生（年２回）、中学１年生（年１回）、中学２年生トライやる生（教える側）



情報の発信（通信）



３ 成果と課題
１ 成果

２ 課題

ご清聴ありがとうございました

【子ども】

〇学習への取組意欲の向上
〇興味関心の高まり、様々な価値観への気づき
〇自己肯定感の向上

【地域】
〇嬉しさ、楽しさ、やりがい
〇自己有用感の高まり

●地域・保護者・学校が協働して進める
●当事者意識を持った委員・学校運営協議会の活動

●持続可能な活動
●成功・失敗を繰り返し、各校・各地域に合った活動をじわりじわりと浸透させていく



                             令和 6年 1月 30 日 

 

令和５年度「地域と学校の連携・協働体制推進事業」について 

 

１ 事業の所管課 

  三木市教育委員会事務局 教育総務部 生涯学習課 

 

２ 事業の趣旨、概要 

  近年、子どもを取り巻く環境が大きく変化しており、未来を担う子どもたちを健や 

 かに育むためには、地域住民等と学校がそれぞれの役割と責任を自覚し、連携・協働 

を図る体制づくりを進める必要がある。 

  そのため、地域と学校が連携・協働して、地域全体で未来を担う子どもたちの成長 

 を支えていく活動（＝「地域学校協働活動」）を推進する。 

  三木市においては、生涯学習課に統括コーディネーターを配置し、地域住民の方や 

 豊富な社会経験を持つ方の協力を得て、学校のニーズに応じた教育支援活動を主に実 

 施している。 

  対象校は、市内の小学校１３校、中学校６校、特別支援学校１校の２０校で、学習

支援（昔遊び教室、書道教室等）、学校環境整備支援（花壇の植栽、図書館ボランティ

ア等）を行い、本年度は現時点で１１校において約１００名の地域住民のボランティ

アの方に指導者としてご協力をいただいている。 

 

３ 「自由っ子未来塾」及び「おかたづけのお部屋」について 

  「地域と学校の連携・協働体制推進事業」は、上記の学校ごとの教育支援活動に加

え、夏休み期間中に三木市自由が丘公民館において「自由っ子未来塾」を、三木市青

山公民館において「おかたづけのお部屋 2023」を開催し、自主学習や夏休みの宿題に

ついて、児童の学習支援を行った。 

 

４ 本年度の動き 

  ここ数年、コロナウイルス感染症の影響により、地域と学校の協働活動が減少傾向

であったが、昨年度から少しずつではあるが活動の機会が増加している傾向である。 

  今後も引き続き、地域と学校の協働活動を通して、地域全体で子どもたちの育ちを

支援していく。 



三木市青少年センター事業説明資料 

令和６年１月３０日 

１ 青少年センターが取り組む青少年の健全育成に係る事業 

 

(1) 児童・生徒等の見守り活動 

・ 「人の目の垣根隊」会員が、小学校区毎に登下校、放課後等の見守り活動を実施 

・ 活動時、会員による「あいさつ運動」や「安全指導」の実践 

・ 小学校区ごとに「人の目の垣根隊意見交換会」を実施し、会員の思いや要望を聞き、 

今後の見守り活動ならびに安全対策に反映 

 

(2) インターネット利用における加害や被害防止に向けた「ネット見守り隊」事業 

・ 特別監視員がゲームやツイッター、フェイスブック、動画サイト等の検索を随時行 

い、青少年センターが報告を受けた事案に関しては、学校教育課を通じて関係小・ 

中学校と連携して児童生徒に適切な指導 

・ 青少年のネット利用状況を知ることにより、流行や動向を把握  

 

(3) 関係機関との連携 

・ 学校・警察・事業者連絡会で情報交換（年２回） 

・ 中播地区高等学校生徒指導協議会で情報交換（年３回） 

 

(4) 青少年健全育成ポスターの制作と配布 

・ 市内小中学生に夏季休業中、ポスター作成を依頼し、優秀作品 2点をポスターにま 

とめ、１０月に、市内各小・中・特別支援学校、公共施設、大型量販店等に配布・掲 

示依頼 

 

２ 青少年センターと補導委員会が協働して取り組む青少年の健全育成に係る事業 

 

(1) 青少年の非行防止、健全育成に向けた補導活動 

・ 各地域における班活動として、地域巡回補導活動の実施（原則月２回以上の深夜 

補導） 

・ 北播磨全域の青少年補導委員が統一活動として街頭補導活動の実施（年２回） 

・ 役員と各班員が協働した深夜補導活動の実施（年４回） 

・ 大宮八幡宮や岩壷神社、戎神社の祭礼等各地域で行われる神社祭礼や納涼大会、文 

化祭等での補導活動の実施 

 



 (2) 青少年健全育成啓発活動  

・ 小・中学校ＰＴＡ役員や更生保護女性会の協力を得て、大型量販店舗内の巡回や 

 店頭での啓発を兼ねた「ＰＴＡパトロール」の実施 

・ 三木防犯協会と協働した青少年健全育成への啓発活動の実施 

・ 青色パトロール車による下校中の児童生徒の見守り巡回活動の実施 

・ 市内に８ヶ所設置した白ポストに投函された青少年に有害な図書類を、１１班（Ｐ 

ＴＡ班）とともに回収 

・ 北播磨県民局と協働した青少年への有害環境実態調査の実施 


